
私は公募推薦での受験だったので、受験に必要とな
る小論文と面接に力を入れました。私は一次試験で
志望理由書を書かなくてはならず、将来なりたい職
業や進む学科に関する専門知識を集めました。始め
の段階で考えや知識を深めたため、面接練習の時に
なって慌てる必要もありませんでした。面接は何度
か練習しても自信がつかず、不安は最後まで消えま
せんでしたが、練習していた分、本番でも落ち着い
て試験に臨めました。興味のある学科や職業が分か
らない人は少しでも気になる分野を深くまで調べた
り、実際に働く人に話を聞いたりすることで、少し
ずつ明確になると思います。

私は３年の前期頃に将来の夢を決めました。
興味のある分野をとにかく調べて、実際にその職種で働いておられる方に話を
伺いました。そうすることで学部、学科を決める際にもスムーズに決めること
が出来、最後までぶれることなく集中できました。将来の夢がまだ決まってな
い人は少しでも自分の興味のあることを調べて夢をはっきりさせると後々、受
験の準備がしやすくなると思います。

東進の担任、美野田先生より一言！
スキマ時間を活用して、小論文講座の受講・面接練習よくやりきりました。茉
弥さんの「自分でとことん動いて周りの人も巻き込むパワー」が合格の秘訣で
すね。将来の夢に向かって思い切り羽ばたいてください！
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